
●今後の対策
　今回の結果を受けて、速度抑制にはハンプの複数設置が効果的であることがわかりましたが、一方で豊
浦中学校線のような勾配道路は、ハンプ通過時の衝撃の危険性を考慮して複数設置は難しいといえます。
　今後については、実証実験で数値化されたデータやアンケート結果などを踏まえて、豊浦中学校線の実
態に即した内容によって交通安全対策を講じてまいります。

●可搬型ハンプ設置についてのアンケート結果
　設置場所の近隣住民を対象として、実証実験に対するアンケート調査を実施しました。

【結果に関する補足情報】
　○ 路線の規制速度30ｋｍ/ｈまで低下はしなかったものの、概ね速度抑制に効果があった。
　○ ハンプの前後で減速するも、それ以外では加速して速度超過する車両が多数いた。
　○ 注意喚起の看板を設置することにより、速度抑制に相乗効果をもたらした。

（効果的だとする意見）
　・大半の車両が減速していた

（効果的ではないとする意見）
　・ハンプ手前の急加速、急減速が

危険
　・通過後に速度超過している

（騒音とする意見）
　・普通車は静かだが大型車はうる

さい
　・通過後の加速音が酷い

（振動とする意見）
　・夜間、トラックによる振動が酷い

効果的だ

効果的では
ない

ハンプへの期待

60％

40％

騒音
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生活への影響
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【その他の意見】

ハンプ手前で十分減速させ
るような仕組みにすべき。

１箇所だけではなく、複数
個所に設置したらどうか。

大型車両を条件無しで進行
禁止にしてほしい。
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